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デーモンコア 
好奇心と危険は紙一重

きれいに見えても
宇宙は危険に満ちている

焼けた炭、急いで歩けば熱くない

危
な
さ
を

知
ら
な
か
っ
た
先
駆
者

 ﹇
キ
ュ
リ
ー
夫
人
﹈

マ
リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー
は
放
射
能
研
究
の
先
駆

者
で
す
。
暗
闇
で
青
白
く
光
る
ラ
ジ
ウ
ム

の
美
し
さ
を
楽
し
む
た
め
、
彼
女
は
試
料

を
試
験
管
に
入
れ
て
机
の
引
き
出
し
に
し

ま
っ
て
い
た
そ
う
。
彼
女
が
残
し
た
実
験

ノ
ー
ト
は
現
在
も
放
射
性
を
帯
び
、
鉛
の
箱

で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
享
年
66
歳
と
長

命
で
し
た
が
、
当
時
は
放
射
線
の
危
険
性
が

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
科

学
の
最
前
線
は
、
し
ば
し
ば
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
進
ん
で
き
た
の
で
す
。

物理GROOVY BOOK GUIDE
宇宙は、その年齢、大きさ、そしてそこに含まれるすべての量で、私たちの日常からはかけ離れてい

る。その中の小さな地球の上にいる小さな人類である私たち。それが広大な宇宙について考えると、

なぜかワクワクしてしまう。カール・セーガン曰く、地球は小さな浜辺で、私たちはそこから宇宙という

大海原を見つめている。『COSMOS』はそんな人類の、宇宙を知りたい !という気持ちが詰まった
一冊だ。宇宙のどこかに、私たちと同じように宇宙へ憧れを抱く存在がいるかもしれない。もしそん

な存在に出会えたなら、人類が宇宙をどう考えてきたのかを伝えるのに、この本はぴったり。まずは、

人間同士で宇宙へのワクワクを分かち合ってみませんか。 
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『COSMOS（コスモス）』 カール・セーガン

日本物理学会 壁新聞 ［スープ］
Vol.3

［新聞名の由来］
世界は物理のスープ。あなたの生活に溶け込む
多彩な風味の物理を味わってほしくて名づけました。

［物理のスープ］で検索!

Vol.3/2026.6/一般社団法人日本物理学会発行

す
て
き
な

『COSMOS』（朝日新聞出版）

　

熱
く
な
っ
た
金
属
と
聞
く
と
、
真
っ
赤
に
光
る
鉄
を
思
い

浮
か
べ
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
す
べ
て
の
金

属
が
同
じ
よ
う
に
赤
く
光
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
。
軽
く
て
加
工
し
や
す
く
、
缶
や
飛
行
機
、
建

物
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
大
活
躍
し
て
い
る
金
属
だ
け
ど
、

実
は
高
温
に
な
っ
て
も
見
た
目
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
赤

く
光
っ
て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
││
そ
う
思
っ
て
触
る
と
、

と
て
も
危
険
な
ん
だ
。

　

写
真
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
も
、
ふ
つ
う
に
見
る
と
た
だ
の
金

属
に
見
え
る
。
で
も
、
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
で
見
る
と
一
目
瞭
然
。

実
は
高
温
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
色
の
違
い
と
し
て
は
っ

き
り
わ
か
る
。
見
た
目
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
物
質
の
性

質
を
、
ど
う
見
抜
く
の
か
。
そ
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ

る
の
が
物
理
学
だ
。

　

色
、
熱
の
伝
わ
り
方
、
電
気
の
流
れ
や
す
さ
、
硬
さ
。
こ

う
し
た
物
質
の
性
質
を
、
原
子
や
電
子
と
い
っ
た
ミ
ク
ロ
な

世
界
か
ら
解

き
明
か
す
分

野
を
「
物
性

物
理
」
と
い
う
。

身
近
な
材
料

の
中
に
も
、
知

ら
な
い
と
危
な

い
、
で
も
知
る

と
お
も
し
ろ
い

物
理
が
隠
れ

て
い
る
ん
だ
。

 「デーモンコア」って聞いたことある？ 第二次世界
大戦のあと、核分裂が起きるギリギリの状態を調
べる研究に転用された原爆用プルトニウムの塊だ。
1945年と46年の2回、実験中に研究者が強い放射
線を浴び、命を落としたことから「悪魔の核」と呼ば
れるようになったんだ。
　原因は、不吉な呪いなんかではなく、研究者の作
業ミスと危険に対する認識の甘さ。とくに2回目は、
ドライバー1本で装置の隙間を支えている最中に、
手を滑らせてしまったことが原因だった。こうした事
故をきっかけに、放射性物質を扱う研究では、安全
対策が徹底されるようになった。また、放射線の実
験に限らず、身近な実験でも、さまざまな事故やヒヤ
リとした経験をもとに安全ルールが決められている。
　未知に挑む好奇心は、物理学の推進力だ。でも、
その一歩は、まだ知らない危険と隣り合わせかもし
れない。慣れや油断、焦りが判断を狂わせることも
ある。「もしも」を考えることも、研究では大切なんだ。
ご安全に。

　宇宙では、ものすごい数の粒子がほぼ光の速さで飛
び交っているんだ。まるで目に見えない弾丸。絶え間なく
地球にぶち当たってくる。それでも私たちが無事でいら
れるのは、大気と地磁気のおかげ。大気は粒子を遮り、
地磁気は電気をもった粒子の進路を曲げてくれる。こ
の守りがなかったら、細胞やDNAが傷ついて病気にか
かってしまう。実際、宇宙空間での人体への影響はかな
り大きい。 
　さらに宇宙には、桁違いに激しい現象もある。例え
ばガンマ線爆発。これは宇宙最大級の爆発で、太陽が
一生かけて出すエネルギーを数秒で放出するほど。もし
その強い光がいっぺんに地球に届いたら、オゾン層が
弱まって、強い紫外線が地表に一気に降り注ぐ。そうな
ると生き物のDNAは傷つき、生態系や気候に大きな影
響が。 これはさすがにやばい。 ただし、こうした巨大爆
発が地球の近くで起こる可能性はとーっても低いからね。
安心して。
　宇宙は危険に満ちている。一方で、地球は驚くほどよ
く守られている。物理学はその仕組みも教えてくれる。

　あなたは燃えている焚き火の上を歩けますか。（はい、
ここでみんなツッコミ！）心頭滅却すれば火もまた涼し。な
んて物騒な教えもあるけれど、フツーに考えりゃ熱くて歩け
ないに決まってる。ところが、実際にやってる人たちがい
る。たとえば、修験道の行者の「火渡り」。炎を消しても
まだ赤く燃えている炭の上を歩く。熱くないのか。なぜそ
んなことができるのか。実はこれ、ちゃんと物理のメカニズ
ムを利用してるのだ。熱い物体の中では原子や分子が激
しく動いている。これが冷たい物体に触れると、原子や分
子の激しい運動が少しずつ相手に伝わるため、熱は熱い
物体から冷たい物体へ流れていく（熱伝導）。冷たい手で
カイロを持てばカイロから手に熱が流れるから、手は温
かくなる。でもね、熱が移動するには時間がかかる。火渡
りの炭は、見た目ほど熱を伝えやすくない。つまり熱伝導

﹇﹇
危
険
危
険
﹈﹈なな
S
O
U
P

危
な
い
物
理
と
身
を
守
る
物
理
。
あ
あ
、こ
の
世
は
危
険
で
い
っ
ぱ
い
な
り
や
。

　夜空を切り裂く稲妻。鳴り響く

雷鳴。そんな場面に出くわしたら、

ふつうは一目散に避難、だよね。

でも、その嵐の空へあえて凧を揚

げる人物がいた。ベンジャミン・フ

ランクリンだ。1752年、フィラデル
フィアでの実験で、雨で濡れた糸

を通して雷雲の電気を地上へ導

き、鍵に小さな火花を飛ばしてみ

せた。これで、雷は謎の「空の光」

ではなく、物理実験室で扱う電気

と同じ現象であることがわかった。 
　それから約140年後の1891年、
ニューヨークのコロンビア・カレッ

ジ。今度は、自ら作り出した数

十万ボルトの電圧から、稲妻のよ

うな激しい放電が走る。その中で

金属の球を持ち静かにたたずむ

人物が。ニコラ・テスラだ。 なぜテ
スラは無事だったのか──その答

えを示してくれるのが物理学。 テ
スラがつくった電気スパークは見

た目は派手でも、実際に流れる電

流は小さく、とても高い周波数の

交流だった。高周波の電流は体

の表面を流れやすいので、心臓や

筋肉までは届きにくい。 
　フランクリンが雷の正体を「電

気」と見抜き、テスラがその高電

圧の電気を自ら作り出して見せた。

危険の裏側にある物理学の面白

さだ。──とはいえ、現代の視点

ではどちらも超危険。決してまねし

てはいけない。ロマンあふれる物

理学も、安全第一。それもまた現

代物理学の大切な視点だからね。
Illustration: SHIGEO OKADA

命
知
ら
ず
の
電
気
実
験
。
ド
派
手
な
放
電
ト
リ
ッ
ク
。

物
理
を
熟
知
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
ニ
コ
ラ
・
テ
ス
ラ

率が低い。しかも足が触れている時間はほんの一瞬。だ
から足に流れ込む熱量は意外と少なく、短時間なら歩け
てしまうのだ。これぞ物理トリック。うーん、物理ってほんと、
いいものですねっ！

NASA/Swift/Cruz deWilde

通常の写真（上）とサーモカメラの写真（下）。
見た目は同じでもなんと300℃という高温 !
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